
教材・教具名

対象児童・生徒

教材教具写真

作製・制作のねら
い

作り方

教材教具の効果

今後の課題・改善点

　クッションチェアやライダークッションなどを使って２人から３人一緒に座り，ガ
タゴト道やトンネルのコースを友達と一緒に巡る。友達の学習している様子が
間近に感じられ，かかわりも豊かになってきている。教師との１対１での対応が
とれない時などにも効果的であった。

　２台連結して，動くつもりであったが，小回りが利かず単体での使用をしてい
る。アリーナなどの広い場所であれば使えそう。

台車

「教材・教具説明書」

全児童･生徒

　児童･生徒のかかわりを多く引き出せるように，大型の台車を製作した。現
在，絵本タイム（集団での自立活動）で主に使用しているが，汎用性をもたせる
ためシンプルな構造にした。

　材料
コンクリートパネル，SPF２×４　６F：３本，キャスター９０ｍｍ自在２，固定２，
ロープ
①コンパネのサイズに合わせてSPF材をカット
②SPF材の接合部をほぞ加工する。
③コンパネとSPF材を木工ボンドで接着する。
④キャスター取り付け用の穴をコンパネに開ける。
⑤ボルトの頭が出ないように，座繰りをする。
⑥キャスターをボルトで取り付ける。
⑦ロープの穴を開け，ロープを取り付ける。


